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 ２月２日、「KOYO科学の大輪祭」と題し SSH（スーパーサイエンスハイスクール）成果

発表会を行いました。１年間の学習の成果を発表しあい、互いに高め合う場です。SSH 事業

に向陽中・高が指定されて、第４期の１年目（１期は５年）を迎えています。中・高校生は互

いの発表を見てまわり、難しい内容にも一生懸命耳を傾け、質問もしていました。中学１年生

は環境学の時間で取り組んだ「ゴミの研究」、２年生は「エネルギーの研究」、３年生は「SDG

ｓに関する研究」の発表を行いました。聴衆には、中学生だけでなく高校生や保護者の皆さん

にも聴いていただきました。高校生は、中学生の目線に立ちつつ、少しレベルアップする様な

質問や感想を言ってくれます。先輩の言葉を聴いて、良い刺激を受けていました。これは中高

一貫校の大きなメリットです。中高が一体となり成長できた有意義な１日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月１３日に、和歌山県警察より６名の講師を 

招いて、キッズサポートスクールという非行防止 

教室を実施しました。これは警察の視点から、生徒 

の健全育成について授業を行うものです。 

この日は、学校でのトラブル等犯罪全般に関す 

る内容で行いました。具体的な犯罪名を紹介しつ 

つ、パネルを用いて分かり易く説明していただき 

ました。生徒は学校生活について、改めてしっか 

りと取り組もうと考えていました。 


